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モノが壊れたら修理してみよう
　みなさんはモノが壊れたらどうするで
しょうか？筆者の場合は、幼少期の親の
影響からか「お別れするのはまだ早い、
修理すればまだまだ使えるはずだ」と考
えて、これまでにいろんなモノを修理し
ながら生きてきました。本の破れを直す、
取れてしまった衣類のボタンの付け直す、
割れたモノをくっつける、ちょっとした
ことを含め、いろんな修理が自分ででき
るようになれば、モノはぐっと長持ちす
るはずです。最近では、インターネット
上にいろいろなモノの修理方法が公開さ
れていたり、誰かと一緒に修理をするよ
うな場も少しずつ増えてきました。今回
は身近によくある壊れ方を取り上げて、
その修理方法について簡単に紹介してみ
たいと思います。まずは「そうやって直
せるかもしれないのか！」と思ってもら
えたら幸いです。

修理のハードル
　少し前の時代までモノは修理して使
うのが当たり前でした。ところが、現
代では修理に関してさまざまなハード
ルがあります。まず買い直したほうが
安く済むモノが増えてしまいました。
その影響からか、モノをつかう側にそ
もそも修理をするという発想のない人
が増えてしまったように感じます。また、
もし修理しようと思っても、メーカー

のサポートが切れていたり、誰に依頼
していいのかわからないこともあります。
自分で修理しようとすると、やり方が
わからない、必要な道具がない、交換
用の部品を入手できないということが
あります。日本の家電においては、補
修用部品の保有期間は５〜10 年とされ
ており、これを過ぎると交換部品の入
手は難しくなります。メーカー側も事
故の防止、安全性の観点から分解禁止
を明示しており、簡単に分解をさせて
はくれません。モノのほうも分解修理
を前提としたつくりになっていないこ
とが多く、バッテリー交換という身近
な修理においても、接着されていたり、
専用の工具を使う必要があるなど、非
常に手間のかかる作業になることも多々
あります。さらに、日本では、法律に
よって修理できる人が制限されてる機
器もあります。このように、日本では、
モノをつかう側、つくる側、さらには、
制度の面においても、修理のハードル
がいくつも存在しているのが現状です。

修理してもう少し使いたいと思ったら
　修理のハードルがたくさんあるとはい
え、「すぐに買い直すのはもったいない」、

「修理してまだ使い続けたい」と少しで
も思ったのであれば、最初のハードルは
すでに突破しています。まずは製品のメー
カーに修理サポートがないかを確認して
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みましょう。部品交換や修理に関するサー
ビスがあれば、それを検討してみること
から始めてみてください。もし修理サポー
トがなかったり、サポート内容に不満が
あれば、メーカーに強く要望していきま
しょう。衣類や傘、靴、カバン、スマー
トフォン、PC などの修理をしてくれる
専門のショップが身近にあれば、それら
を活用しても良いと思います。

自分で修理方法を調べる
　適切なサポートがない、修理費用が高
すぎる、壊れた製品を発送するのは少し
面倒、どこが悪いのか自分でもちょっと
調べてみたい…と思ったなら、自分でど
うにか修理できないか考えてみましょう。
今ではありがたいことに、インターネッ
トを使ってあらゆるモノの修理方法を調
べることができるようになりました。「○
○ 修理」と検索すれば、必ず何らかの
修理に関する情報やヒントがゲットでき
ると思います。修理の手順や必要な道具
に関する情報を得ることができるかもし
れませんし、逆に、修理がとても困難で
あることがわかったりもします。私も自
分で何かを修理するときには、「どうやっ
て修理したらいいだろうか？」「誰か先
に修理してないかな？」とまず検索して
調べることをよくやります。
修理
Tips.1

	�修理の事例をインターネットで検
索してみよう

壊れ方はさまざま
　モノの壊れ方というのは、破れる、折
れる、割れる、欠ける、穴が空く、動か
なくなる、ボタンが効かなくなるなど、

実にさまざまです。紙、木材、プラスチッ
ク、金属などの素材の違いもあれば、ケー
ブルの断線など電気に関する故障もあり
ます。どんな素材がどう壊れてしまった
のかを把握することがとても大切になる
のですが、モノによっては分解して中を
見ないとそれがわからないこともありま
す。修理についても、必要な機能が戻れ
ばよいのか、見た目まで元通りに戻すの
かなど、どのレベルまで修理をするのか
によっても対処方法は異なります。

プラスチックをテープでなおす
　プラスチック製品は、劣化したり、
無理な力が加わると、折れたり、割れ
てしまうことがあります。単純な折れ
やひび割れ、割れたかけらなどが残っ
ている場合、布製のガムテープのよう
に丈夫でしっかりとした粘着テープを
包帯のようにグルグルと巻き付けて修
理することができます。写真は折れて
しまった浴槽掃除ブラシの柄をテープ
で補修した例です。この柄は取り外し
ができる構造になっていたのですが、
取り外す必要がなかったのでテープで
固定してしまいました。実用上の問題
がなければ、テープで修理するのは簡
単で有効です。粘着テープの色を選ぶ
こともできますので、修理したい箇所
の色に合わせると見た目もキレイにな
ります。ブラシの修理では柄の色に合
わせて白いテープを使いました。ただし、
粘着テープが劣化すると見た目が汚く
なることがあります。
修理
Tips.2

	�プラスチックの割れには粘着テー
プも有効
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プラスチックを接着剤でくっ付ける
　割れてしまったプラスチック製品の形
や大きさによっては、粘着テープが使い
にくい場合があります。そこで、粘着テー
プよりもキレイにくっ付ける方法として、
接着剤を使う方法があります。接着剤に
はいろいろな種類があり、製品ごとに接
着できる素材が決まっていますので、自
分がくっ付けたい素材の確認がとても大
切です。最近のプラ製品には使われてい
る素材がわかるように PET や PE など
の記号が刻印されています。小さな製品
だとよくわからないことがありますので、
その場合は、商品を検索してパッケージ
画像やメーカーの商品ページなどで製品
の素材を確認してみてください。素材が
わかれば、その素材に対応した接着剤を
購入しましょう。特に、ポリエチレン
PE やポリプロピレン PP という素材は、
接着できない場合が多いので注意してく
ださい。プラスチックの種類がよくわか
らないという場合は、ポリエチレンやポ
リプロピレンも接着できる「多用途タイ
プ」の接着剤を選んでおけば間違いない
でしょう。

修理
Tips.３

	�まずはプラスチックの種類を確認
しよう

修理
Tips.４

	�ポリエチレンやポリプロピレンにも
使える多用途タイプの接着剤が便利

接着剤を使うときのポイント
　接着剤にはいくつか守りたいポイント
があります。まずは購入した接着剤の取
扱説明書をよく読んでください。その接
着剤の基本的な使い方と使用上の注意点
がすべて書いてあります。接着剤を使う
ときは、接着したいところを拭いて油や
ホコリなどを取り除いておくこと、接着
剤が固まり始めて動かなくなるまでは手
でしっかり押さえて動かさないようにす
ること（初期硬化に必要な時間を確認し
てください）、初期硬化が終わったらマ
スキングテープなど剥がしやすいテープ
を使って、接着箇所が動かないように固
定し 24 時間は触らないようにすること、
これらが大切なポイントになります。
修理
Tips.５

	�はじめに接着剤の説明書をよく読
もう

修理
Tips.６

	�接着面をキレイにしてから接着し、
24時間は動かさないように

接着後の仕上げや補強
　接着剤を使うと、接着面に接着剤がは
み出して接着のあとが残ることがありま
す。割れた陶器を瞬間接着剤でくっ付け
た場合は、除光液などの溶剤を使っては
み出した接着剤を取り除くことができま
すが、接着する素材がプラスチックの場
合は、溶剤がプラスチックと反応してし
まいますのでこの方法は使えません。プ
ラスチックが相手のときは、接着剤が固

まった後に紙ヤスリでこすって、はみ出
した接着剤を削り落とすことになります。
最初は目の粗い（数字の小さい）紙ヤス
リを使い、仕上げは目の細かい（数字の
大きい）紙ヤスリを使うとキレイに仕上
がります。見た目を特に気にしなけれ
ば、この紙ヤスリの作業は不要です。接
着した面積が小さかったり、動かすとき
に力がかかる箇所の場合は、同じところ
が再び折れたり割れたりすることがあり
ます。接着後に一度様子をみて不安があ
れば、接着したところにさらに粘着テー
プを貼って補強することもできます。
修理
Tips.７

	�接着後に不安があれば粘着テープ
で補強しよう

プラスチックの修復あれこれ
　プラスチック製品が欠けてしまった
場合は、「エポキシパテ」を使って欠け
た部分を補うことができます。パテは
はじめ粘土のように柔らかく、時間が
経つと固まる性質をもっています。固
まった後にパテをヤスリで削って形を
キレイに仕上げることができます。パ
テは欠けたお茶碗の修復など、金継ぎ
でもよく使われています。他にも、接
着剤を使わずに熱を加えてプラスチッ
ク同士を溶かしてくっ付ける「熱溶着」
という方法もありますので、興味のあ
る方は調べてみてください。ただし、
この「熱溶着」は、作業中に有害なガ
スが発生する場合がありますので、換
気は必須です。写真は、折れてしまっ
た折りたたみ式プラ定規の可動部分を、
ハンダごてを使って針金を埋め込む熱
溶着方式で修理した例になります。

修理
Tips.８

	�欠けたところは「パテ」を使って
補おう

3 D プリンターで再現する
　最近では、プラスチックを溶かして
自由に造形物をつくることができる
3Dプリンターが身近になってきました。
必要な形を写し取ったり、3 D モデリ
ングソフトを使って形を再現する必要
がありますが、失われたパーツを再現
することもできます。生産が終了して
しまい入手できなくなった部品を再現
することもできるため、個人による修
理の幅の拡がりを感じています。写真
は 3 D プリンターを使って、割れて紛
失してしまったハサミの柄を再現した
例です。3 D プリンターをレンタル利
用できる Maker スペース等では、失っ

写真２　�熱溶着で針金を埋め込んで修理し
たプラスチック定規

写真１　�粘着テープで補修した浴槽掃除ブ
ラシの柄

写真３　�3 D プリンターで柄を再生したハサミ
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たパーツの再現などの相談を受けてく
れるところも出てきています。
修理
Tips.９

	�3Dプリンターを使うと失ったパー
ツを再生できる！

部品を交換する
　劣化してダメになった部品を交換す
るのも立派な修理です。例えば、自転
車のブレーキの効きが悪くなったらブ
レーキーシューという部品を交換すれ
ば修理できますし、水道の蛇口を締め
ても水がポタポタと垂れてしまうとき
は、中に入っているゴム製の部品を交
換すれば修理できます。部品の交換に
は、いわゆるドライバーの他にも、少
し特殊な工具が必要になる場合があり
ます。交換部品や工具にもたくさんの
種類がありますので、メーカーの Web
サイトで確認したり、ホームセンター
や専門ショップの店員にどうしたらよ
いか聞いてみることをオススメします。
書店の DIY 関連コーナーに行けば、部
品交換に必要な手順や工具を解説して
いる本もあったりしますのでチェック
してみてください。また、インターネッ
ト上にも、部品交換に関する解説動画
がたくさんあったりします。
修理

Tips.10
	�部品を交換して修理できるモノは
たくさんある

家電は取扱説明書の再読と清掃から
　電化製品に関する修理については、
話題がたくさんありすぎてとても紹介
しきれませんが、これまで家電の修理
をサポートしてきた経験から、ただの
電池切れや電球の球切れ、取扱説明書

を読み直してみるなど、意外に簡単な
ことで解決した事例がたくさんありま
した。コンセントプラグのような電気
的接点の表面が汚れてくることで接触
が悪くなることがあります。抜き差し
できるプラグや充電用の端子など金属
接点がある場所には、電源を off にしコ
ンセントを抜いた状態で、綿棒などで
接点をキレイに拭き掃除してみてくだ
さい。「接点復活剤」というスプレーを
使うとさらに効果的です。他にも、家
電の内部にたまったホコリが原因で動
作不良を起こすこともよくあります。
カバーの取り外しなどが難しい場合は、
空気入れなどを使って隙間からケース
内部に強い風を送ったり、掃除機でホ
コリを吸い取って掃除をしてみてくだ
さい。
修理

Tips.11
	�家電の不具合が発生したら、まず
取扱説明書を再読しよう

修理
Tips.12

	�家電は内部のホコリを取るだけで
復活することも多い

修理は自由な発想で
　大学生向けに修理カフェの授業を実
施した際、エレキギターのプラスチッ
ク製のツマミが割れて取れてしまった
という学生がいました。このプラ製の
ツマミそのものを修理する方法もあっ
たと思いますが、その学生はいろいろ
考えた末、修理道具コーナーに並べて
あった木の端材をカットして、ドリル
で穴を空け、実にかわいい木のツマミ
を作ってしまいました。修理に完璧は
必要ありませんし、この例のように必
要な機能を取り戻すことができ、自分

が納得できれば、他の素材を使って自
由に考えても良いのです。

誰かと一緒に修理する
　自分で修理する方法についていろい
ろ紹介してきました。修理できること
がわかっても、道具がなかったり自分
一人では難しいこともたくさんあると
思います。プロに依頼する以外に、も
う一つ、誰かと一緒に修理するという
方法もあります。オランダを中心に世
界に拡がりをみせている「リペアカフェ」
では、修理人と呼ばれるボランティア
が待機しており、誰でも自由に修理品
を持ち込み、修理をお願いしたり、教
えてもらいながら一緒に修理をするこ
とができます。「リペアカフェ」は一人
ではなかなか進まない修理のハードル
を下げてくれるコミュニティとして注
目されています。筆者も、モノづくり
やプログラミングの他、モノの修理など、
自分がしたいことを持ち込んで、みん
なでワイワイと作業してもらう「技術
の時間」という場を月に 1 回京都の自
宅で開催しています。ぜひみなさんが
お住まいのエリアでも、誰かと一緒に

修理ができる場が開催されていないか
探してみてください。

おわりに
　市販の製品は完成度が高いものが多
く、手入れを除けば「つかう」以外に
基本的にやることはありません。モノ
に対して「つかう」以外に自分がかか
わる余地がほとんどないのです。とこ
ろが壊れると、そこに「なおす」とい
うかかわりが生まれます。もし壊れて
しまったのならそれはチャンスです。
たとえ修理しきれなくても、ちょっと
失敗して不完全であっても、そのプロ
セスを楽しむことができます。修理には、
どうやって直そうかと悩み、考え、自
身の技術を高めることができる魅力が
あります。自分で修理することで、モ
ノに新たな価値を加えることもできま
す。モノがもつストーリーの一部に関
わることができる、そんな魅力や楽し
さがモノの修理にはあるのです。ぜひ
自分の手で何かを「なおす」ことに挑
戦してみてください。あなたの暮らし
に修理を取り戻していきましょう！

写真４　�木製のツマミを自作して修理した
エレキギター

写真５　�つくる、なおす、考える、月に一
度の『技術の時間』in 壬生の様子




